
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご存知ですか？ 
清流のシンボル、「バイカモ（梅花藻）」 

が桃ノ木川で見られることを！ 

 
荒牧町の天神橋と下小出町の観音橋から下流を 

見ると水草が水に揺れているのがバイカモです。 

バイカモは、一般に水底が砂質で冷水の清流に 
生育する沈水植物で、白梅に似ている花が咲く 
のでバイカモ（梅花藻）という名が付けられ、 
ウメバチモ（梅鉢藻）ともよばれます。 

標高 100m前後の市街地を流れる川に生育して 
いるのは、日本でも数少ない例であり、前橋市の 
キャッチフレーズである「水と緑と詩のまち」にふさわしい、他に誇れる植
物といえましょう。 
 
 県内では利根沼田地域や吾妻地域に分布しますが、いずれも水温が低い清流
です。 

（静岡県三島市の柿田川や長野県の安曇野が有名です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


